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白 石 を 彩 る 城 下 の 情 景

　

月
の
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
、い
に

し
え
の
面
影
が
浮
か
び
上
が
る
城
下

の
町
並
み
。天
空
に
そ
び
え
立
つ
勇

壮
な
城
郭
は
、白
石
市
の
シ
ン
ボ
ル
・

白
石
城
で
す
。

　

白
石
城
は
、慶
長
七（
一
六
〇
二
）

年
に
片
倉
景
綱
が
入
城
し
て
か
ら
二

六
〇
余
年
に
わ
た
り
片
倉
氏
の
居
城

と
な
り
ま
し
た
。 

江
戸
幕
府
が
発
布

し
た
一
国
一
城
令
以
後
も
、仙
台
藩

の
支
城
で
あ
る
白
石
城
が
廃
城
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。景

綱
は
仙
台
藩
祖
・
伊
達
政
宗
を
支
え

た
重
臣
で
す
。景
綱
の
通
称
で
あ
る

小
十
郎
の
名
は
代
々
の
当
主
に
受
け

継
が
れ
、片
倉
氏
は
白
石
市
の
礎
と

な
る
城
下
の
町
並
み
を
築
き
上
げ
ま

し
た
。戊
辰
戦
争
の
際
に
は
、こ
の
城

で
奥
羽
越
列
藩
同
盟
が
結
ば
れ
る
な

ど
、白
石
城
は
歴
史
の
転
換
期
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
七（
一
八
七
四
）年
に
解
体
さ

れ
た
白
石
城
。そ
の
天
守
閣（
三
階

櫓
）と
大
手
門
が
復
元
さ
れ
た
の
は

平
成
七（
一
九
九
五
）年
の
こ
と
で

す
。補
強
金
具
な
ど
を
使
わ
な
い
日

本
古
来
の
建
築
様
式
で
復
元
さ
れ
た

天
守
閣
は
、戦
後
の
木
造
復
元
天
守

と
し
て
は
高
さ（
石
垣
天
端
か
ら
一

六
・
七
ｍ
）、広
さ（
一
階
／
東
西
九
間

×

南
北
六
間
）と
も
日
本
最
大
級
の

規
模
を
誇
り
ま
す
。

　

白
石
城
の
北
、か
つ
て
の
三
の
丸

外
堀
に
あ
た
る
沢
端
川
沿
い
に
建
つ

武
家
屋
敷
は
、往
時
の
面
影
を
今
に

伝
え
る
中
級
武
士
・
旧
小
関
家
の
住

ま
い
で
す
。片
倉
家
の
菩
提
寺
で
あ

蔵
王
連
峰
の
麓
に
広
が
る
白
石
市
。

か
つ
て
片
倉
氏
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
こ
の
ま
ち
は
、

自
然
と
歴
史
、伝
統
と
文
化
の
薫
り
に
包
ま
れ
て
、

色
と
り
ど
り
の
風
景
に
満
ち
て
い
ま
す
。

往
時
の
面
影
と
豊
か
な
自
然
が
織
り
な
す
交
流
拠
点
都
市
、

白
石
を
彩
る
城
下
の
情
景
へ
。

白石城下絵図／安政３（1856）年

片
倉
小
十
郎
が
築
い
た

城
下
の
町
並
み

豊
か
な
自
然
が
彩
る

四
季
折
々
の
風
景

る
傑
山
寺
を
は
じ
め
、白
石
城
の
城

門
を
移
築
し
た
延
命
寺
や
当
信
寺
な

ど
、城
下
の
史
実
を
語
り
継
ぐ
寺
社

も
市
内
各
所
に
点
在
。愛
宕
山
山
麓

の
片
倉
家
御
廟
所
に
は
歴
代
当
主

の
石
像
が
厳
か
に
立
ち
並
ん
で
い

ま
す
。

　

蔵
王
連
峰
と
そ
の
名
峰
を
源
と
す

る
白
石
川
。豊
か
な
自
然
と
清
ら
か

な
水
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
の
情
景
も
白

石
市
の
魅
力
で
す
。

　

白
石
川
に
沿
っ
て
V
字
型
の
渓
谷

が
続
く
碧
玉
渓
は
、清
流
に
新
緑
や

紅
葉
が
映
え
る
絶
景
で
す
。そ
の
上

流
に
は
国
の
天
然
記
念
物
・
材
木
岩

の
巨
壁
が
切
り
立
ち
ま
す
。高
さ
六

五
ｍ
ほ
ど
の
岩
肌
に
、巨
大
な
材
木

を
並
べ
た
よ
う
な
造
形
が
一
〇
〇
ｍ

ほ
ど
続
く
景
観
は
圧
倒
的
な
迫
力
で

す
。ま
ち
を
彩
る
常
林
寺
の
サ
ク
ラ

や
、沢
端
川
の
梅
花
藻
、清
流
を
乱
舞

す
る
ホ
タ
ル
も
白
石
市
な
ら
で
は
の

季
節
の
風
物
詩
と
言
え
ま
す
。蔵
王

連
峰
の
山
麓
に
佇
む
湯
宿
は
六
〇
〇

年
以
上
も
の
伝
統
を
誇
る
鎌
先
温

泉
。小
原
温
泉
と
と
も
に「
キ
ズ
に
鎌

先
、目
に
小
原
」と
言
わ
れ
る
名
湯
で

す
。赤
い
鳥
居
の
回
廊
が
続
く
萬
蔵

稲
荷
神
社
や
、季
節
の
彩
り
を
水
面

に
映
す
馬
牛
沼
に
は
神
秘
的
な
伝
説

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
風
景
に
彩
ら
れ
る
城

下
の
町
並
み…

…

。か
つ
て
片
倉
氏

の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
こ
の
ま
ち

は
、城
下
の
面
影
と
豊
か
な
自
然
が

織
り
な
す
色
と
り
ど
り
の
情
景
に
満

ち
て
い
ま
す
。

か
た
く
ら
か
げ
つ
な

へ
き
ぎ
ょ
く
け
い

ば
い 

か  

も

ば
ぎ
ゅ
う
ぬ
ま

ま
ん
ぞ
う

い

な

り

じ
ん
じ
ゃ

か
た
く
ら 

け  

ご 

び
ょ
う
し
ょ

け
っ
さ
ん 

じ

や
ぐ
ら

さ
わ
ば
た
が
わ

こ 

せ
き 

け

お
お 

う 

え
つ
れ
っ
ぱ
ん
ど
う
め
い

Castle Scenery Accentuating the Beauty of Shiroishi
Shiroishi Castle was the residence of the Katakura clan, the right arm of the Date clan, who once ruled present-day Miyagi Prefecture until the end of the Edo 
period.＊ In 1995, the castle’s donjon (three storied tower) and front gate were restored faithfully based on historical documents. In the city, there are many 
other renowned places of historic interest, such as samurai residences and the mausoleum of the Katakuras. Meanwhile, in the upper reaches of the Shiroishi 
River, which runs from the Zao Mountains, the stunning scenery of the Hekigyoku Ravine, the Zaimoku-iwa, and other gifts from nature unfold. In addition, 
there are the Kamasaki Onsen＊ and the Obara Onsen, which are well known for their efficacy for injuries and eye problems, respectively. Moreover, there are 
seasonal attractions that can be appreciated only in Shiroishi City, such as cherry blossoms at Jorinji Temple, Baikamo in the Sawabata River, and fireflies 
dancing in the clear river. Also, some mysterious legends have been handed down in the city regarding Manzo Inari Shrine, where a corridor featuring many 
vermillion torii gates runs to the main structure, and the Bagyunuma.＊ Shiroishi City boasts a wide variety of splendid views created by the combination of the 
city’s landscape as a castle town and rich nature.
*Edo period:  from 1603 to1868　*Onsen:  Hot Springs　*numa:  swamp



梅花藻とホタル／Baikamo and Firefly

生
命
の
輪
舞

萬
蔵
稲
荷
神
社
／M

anzo Inari Shrine
材木岩／Zaimoku-iwa

常林寺／ Jorinji Temple

片倉家御廟所／Mausoleum of the Katakuras

馬牛沼／Bagyunuma

鎌
先
温
泉
／Kam

asaki O
nsen

自然の造形

往
時
の
佇
ま
い

静謐の森 癒
し
の
湯
宿

時
空
の
回
廊

伝説の水辺

四季の彩り

C

D

武家屋敷／Samurai ResidencesE

G

F

A

B



■小原温泉
白石川上流の四季の彩りが美しい渓谷に面した風光明媚な湯の里。平安
時代後期に源義経の家臣が発見したと伝えられ、約800年もの歴史を誇
る温泉です。「目に小原」と名高く、多くの人々に親しまれています。

■みやぎ蔵王白石スキー場
JR東北新幹線白石蔵王駅から一番近いス
キー場。初心者から上級者まで楽しめる多
彩なコースが人気です。

■スパッシュランドパーク
四季折々の自然が楽しめるレクリエーショ
ン型総合公園。春にはシバザクラ、秋にはサ
ルスベリが咲き誇ります。

■水芭蕉の森
南蔵王山麓に春の訪れを告げる水芭蕉の群
生地。一面に咲き誇る5万本を超える花々は
４月上旬から下旬まで楽しめます。

■どうだんの森
木道が整備され森林浴が楽しめる落葉低木
の群生地。赤く可憐なサラサドウダンの花
は６月中旬にかけて見ごろを迎えます。

■材木岩公園
材木岩を眺める白石川沿いに整備された公
園。園内には噴水や親水路をはじめ、移築さ
れた検断屋敷や氷室などもあります。

■宮城蔵王キツネ村
100頭を超えるキツネが放し飼いにされた
動物園。ポニーやヤギ、ウサギなどとのふれ
あいコーナーも開設しています。

「弥治郎こけし」「温麺」発祥の地。
白石に息づく伝統の技と味
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■白石城天守閣［三階櫓］■喜多の墓
喜多は片倉景綱の異父姉で伊達政宗の乳
母。政宗の人格形成に強い影響を与え、景綱
の育成にも大きく貢献しました。

７

■神石白石
藩政時代、神の石として祀られ、白石の地名の
由来となった石。縁結びのスポットとして、良
縁祈願をすれば成就するといわれています。

5

■田村清顕・真田信繁（幸村）の墓
清顕は伊達政宗の正室・愛姫の父。後に清顕
の孫が真田幸村の子・阿菖蒲を妻とし、幸村の
供養碑を建立したと伝えられています。

６

■甲冑堂
甲冑をまとった２人の女性を祀ったお堂。源
義経の身代わりとなった家臣の妻が、形見の甲
冑を身につけて老母を慰めたといいます。

８

５

白 石 城 下 散 策 地 図

白石は弥治郎伝統こけしの発祥の地です。毎年５月３日～５
日には、ホワイトキューブで「全日本こけしコンクール」が開
催され、展示室や工房がある「弥治郎こけし村」では絵付け体
験を楽しむことができます。また、油を使わず小麦と塩と水だ
けでつくる細く短い温麺は約400年の伝統を誇り、和紙、葛粉
とともに「白石三白」として白石の特産品です。

■孝子堂
無礼討ちされた父と、剣術を修得し父の仇討
ちをした姉妹を祀ったお堂。この話は歌舞伎
や団七踊りなどのモデルにもなっています。

９

武家屋敷

常林寺

鎌先温泉

白石温泉

材木岩

片倉家御廟所

馬牛沼

萬蔵稲荷神社

至福島

至仙台

白石湯沢温泉
下戸沢宿

ヒダリマキガヤ

雨塚山
▲

虎岩公園

小坂峠

すまiる広場

蔵王酒造
展示館

延命寺

妙見寺

ふれ iデッキ

上下水道
事業所

清林寺

神明社

傑山寺

当信寺

白石
市役所

白石駅

白
石
駅

白
石
蔵
王
駅

白
石
蔵
王
駅

白石 IC

東
北
自
動
車
道

国
道
４
号

東
北
本
線

東
北
新
幹
線

弥治郎こけし村

川原子ダム

旧三住分校

不伐の森
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いきいきプラザ

消防署
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スポーツ
センター

小十郎
プラザ

しろいし情報館

奥州白石
温麺組合

白石商工
会議所

図書館
陸上競技場野球場緑地公園
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斎　

川

白石川

至七
ヶ宿

至角田

至
仙
台

至
仙
台

至
仙
台

至
福
島

至福島

至
福
島

至
福
島

沢端川

舘
堀
川

釣鐘

色とりどりの情景が広がる歴史情緒豊かな白石市。
豊かな自然の恵みと城下の面影を残す景観が織り成す町並みは、

歴史とモダンが融合した優雅な佇まいを見せています。

■鬼小十郎まつり（白石城／10月）
大坂夏の陣で激闘を繰り広げた片倉重長と
真田幸村の合戦を再現した白石の秋の風物
詩。火縄銃や弓隊の実演も行われます。

3
Oni-Kojuro Festival 

Shinseki-Shiroishi （Godstone of Shiroishi）Kacchudo
■白石城桜まつり（益岡公園／４月）
白石城がある園内には約300本のサクラの
木があり、白石城を背景にぼんぼりの灯りに
浮かび上がる夜桜見物も楽しめます。

2
Shiroishi Castle Cherry Blossom  Festival 

■白石城歴史探訪ミュージアム
片倉家ゆかりの品々や白石城復元の過程を
展示。3Dハイビジョンシアターでは迫力あ
る映像で白石の歴史を紹介しています。

4
Shiroishi Castle History Museum

The graves of Tamura Kiyoaki and Sanada Yukimura  

Kokeshi Dolls / Shiroishi Umen

KoshidoObara Onsen 

平成７（1995）年３月に復元された白石市
のシンボル。戦後の木造復元天守では高さ、
広さともに日本最大級の規模を誇ります。

１
Donjon of Shiroishi Castle（Three Storied Tower） Shiroishi Ski Resort Zao Fox Village

Spashland Park Mizubasho-no-Mori Dodan-no-Mori Zaimoku-iwa Park 

Kita's Grave 

A wide variety of superb views spread out in the historical city of Shiroishi.
In the city, with a harmonious combination of rich nature and its landscape as a castle town,

there is a sophisticated mix of historical and modern tastes.

白石牧場

コ
ツ
ブ
ガ
ヤ

13

上戸沢宿

斎川宿

公立刈田
綜合病院

総合福祉
センター

小
十
郎
の
郷

19

17

51
254

は温麺製造・販売元。 

▲

▲

■スパッシュランドしろいし
プールやウォータースライダー、バーデ
ゾーン、岩風呂、トレーニングルームなどを
備えた屋内型のリゾート施設です。

11

10

■白石市文化体育活動センター  ホワイトキューブ
日本屈指の残響音を誇るガラス張りのコン
サートホールや可動式の多機能型アリーナ
を備えた芸術・文化・スポーツの拠点です。

12

Spashland Shiroishi 

Shiroishi Sports,Culture and Recreation Center（White Cube）

■白石市古典芸能伝承の館 碧水園
京都西本願寺北能舞台を手本とした能楽堂
や茶室を備えた古典芸能の拠点。ツツジの
花々に彩られる日本庭園も必見です。

10
Shiroishi Classical Theater Heritage Center（Hekisui-en） 

碧
玉
渓

や　　じ     ろう う ー め ん
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市
民
が
主
役
に
な
っ
て
地
域
を
つ
く
り
、

交
流
を
楽
し
む
ま
ち

　
　

民
主
体
の
意
欲
的
な
地
域
づ
く
り
は
魅
力
あ
る

　
　

ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
で
す
。本
市
で
は
市
民

の
地
域
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、市
民
・
企
業
・
市

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。「
城

花
町
し
ろ
い
し
」事
業
で
は
、花
と
緑
を
活
用
し
た
白

石
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
。市

民
活
動
を
活
性
化
す
る
施
策
や
、姉
妹
都
市
な
ど
と

の
交
流
活
動
も
推
進
し
て
い
ま
す
。「
第
五
次
白
石
市

総
合
計
画
地
域
計
画
」の
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
宣

言
を
実
現
す
る
た
め
、「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」を
活

用
し
た
、市
民
が
主
役
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
。よ
り

一
層
の
行
財
政
改
革
と
広
域
連
携
の
推
進
を
図
り
、

行
政
と
市
民
協
働
に
よ
る
効
率
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

交流・行政施策
概 要 ３

産
業
の
活
力
を
生
む
新
し
い
価
値
を

創
造
し
続
け
る
ま
ち

　
　

域
産
業
の
振
興
は
定
住
人
口
の
増
加
や
雇
用
の

　
　

創
出
な
ど
地
域
活
性
化
に
直
接
結
び
つ
く
重
要

な
課
題
で
す
。農
業
で
は
、食
味
日
本
一
の「
し
ろ
い

し
米
」復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
白
石
三
白
野
菜（
白
い

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
＝
ピ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ボ
チ
ャ
・
サ

ト
イ
モ
）の
生
産
・
販
売
な
ど
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。加
え
て

企
業
誘
致
な
ど
に
よ
り
製
造
業
の
振
興
を
図
る
と
と

も
に
、海
外
か
ら
の
誘
客
を
図
る
広
域
的
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
事
業
も
推
進
し
て
い
ま
す
。国
道
４
号

沿
い
に「
農
商
工
連
携
を
核
と
し
た
賑
わ
い
交
流
拠

点
施
設
」を
整
備
し
、賑
わ
い
や
雇
用
を
創
出
す
る
こ

と
で
、仕
事
と
生
活
の
調
和
の
と
れ
た
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

産業・雇用施策
概 要 ４

美
し
い
自
然
を
受
け
継
ぎ
、

安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち

　
　

か
な
自
然
と
美
し
い
景
観
を
次
代
へ
受
け
継
ぐ

　
　

た
め
、本
市
で
は
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い

ま
す
。市
民
の
生
命
を
守
る
防
災
対
策
も
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、よ
り
一
層
強
化
。ゲ
リ
ラ
豪
雨

や
台
風
に
よ
る
大
雨
災
害
に
備
え
た
取
り
組
み
も
進

め
、災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。加
え
て
都
市
計
画
道
路「
白
石
沖
西
堀

線
」を
は
じ
め
と
す
る
交
通
ア
ク
セ
ス
網
の
整
備
促
進

に
努
め
、こ
れ
か
ら
の
白
石
を
見
据
え
た
都
市
計
画
道

路
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、公
共
交
通
の
確
保

は
、市
民
バ
ス
や
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、「
白
石
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」に
基

づ
き
、関
係
機
関
が
連
携
の
上
、持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

基盤・環境施策
概 要 ５

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、

心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
　

健
・
医
療
・
福
祉
施
策
を
充
実
し
、す
べ
て
の
市

　
　

民
が
心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。「
白
石
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」に
基
づ
き
、赤
ち
ゃ
ん
応
援
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
助
成
、一
時
預
か
り
事
業
、放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
充
実
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、屋
内

子
ど
も
遊
び
場
を
設
置
し
、子
育
て
環
境
の
整
備
に

努
め
て
い
き
ま
す
。一
方
、高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
や
社
会
参
加
を
支
援
し
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
推
進
。健
康
教
室
や
各
種
健
診
の
実
施
、

か
か
り
つ
け
医
制
度
の
推
進
、公
立
刈
田
綜
合
病
院

を
中
核
と
す
る
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
、

休
日
医
療
や
通
院
手
段
の
確
保
な
ど
、地
域
医
療
の

確
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

福祉・健康施策
概 要 ２

豊
か
な
感
性
と
人
間
性
を
育
み
、

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
ま
ち

　
　

民
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
感
性
を
大
切
に
し
、

　
　

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。学
校
教
育
で
は
、す
べ
て
の
小
中
学
校
で

１
学
級
35
人
以
下
の
少
人
数
学
級
を
実
施
す
る
と
と

も
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
機
器
及
び
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導

助
手
）を
活
用
し
た
学
習
を
推
進
し
て
い
ま
す
。ま

た
、碧
水
園
や
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
な
ど
、様
々
な

公
共
施
設
で
の
取
り
組
み
を
と
お
し
て
市
民
の
生
涯

学
習
の
さ
ら
な
る
進
展
を
図
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

城
下
町
と
し
て
の
伝
統
文
化
な
ど
を
再
評
価
し
次
代

に
継
承
。白
石
城
、す
ま
i（
い
）る
ひ
ろ
ば
、沢
端
川

周
辺
な
ど
を
活
用
し
た
城
下
町
回
遊
ル
ー
ト
を
整
備

し
、観
光
振
興
と
交
流
人
口
の
拡
大
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

教育・文化施策
概 要 １

市保市地豊

Shiroishi City strives to raise children with a rich sense of humanity. For 
schooling, we have introduced a small-group education system of 35 
students or less per class at all the elementary schools and junior high 
schools in the city. In addition, we encourage these schools to use 
information and communication technology equipment and assistant 
language teachers for their classes. Moreover, we strive to promote life-long 
learning for citizens, pass down the city’s traditional culture, promote 
tourism in the city, and increase the number of visitors to the city.

Shiroishi City strives to provide an even more peaceful living environment for
citizens. For parenting support,a wide variety of measures are already 
underway. We constructed indoor playgrounds, and established an even 
better parenting environment based on the Shiroishi City Child and 
Parenting Support Project Plan. At the same time, we also provide support 
for senior citizens to enjoy fulfilling lives and to participate in society by 
establishing a community-based comprehensive care system and a 
community-based medical system.

Shiroishi City strives to ensure cooperation among citizens, businesses, and 
the municipal government. Community development in which citizens serve 
as key players is now underway through a wide variety of projects, including 
the Castle Town Shiroishi Flower Planting Project. Striving to implement 
further administrative and financial reforms and to ensure cooperation over 
a wide region, the city works hard to provide even more effective citizen 
services through cooperation between the municipal government and 
citizens.

Shiroishi City emphasizes the development of agriculture by establishing 
brands for agricultural produce from the city, the development of 
manufacturing by attracting companies to the city, and implementing 
wide-area inbound tourism projects to draw tourists from abroad. 
Furthermore, the city has established hub facilities for exchanges with 
people in the community to build prosperity and promote employment, 
thereby striving to develop into an attractive area where residents can enjoy 
a harmonious balance between their careers and personal lives.

Shiroishi City strives to become an even safer and more secure city with 
resilience to disasters. Based on the lessons learned from the Great East 
Japan Earthquake, we have further reinforced our disaster damage reduction 
measures. At the same time, we also emphasize preparing for damage from 
torrential rain. Furthermore, while striving to improve the city’s traffic access 
network, the city aims to establish a sustainable community-based public 
transportation network, by, for example, operating citizen buses and shared 
taxis.

※『広報しろいし』に掲載した写真から抜粋しています。

O u t l i n e  o f  p o l i c i e s

人
・
暮
ら
し
・
環
境
が
活
き
る

交
流
拠
点
都
市
づ
く
り

城
下
町

白
石

次
代
の
憧
憬

施   策   概   要

白
石
市
で
は「
第
五
次
白
石
市
総
合
計
画
」（
平
成
23

年
度
〜
平
成
32
年
度
）に
定
め
た
ま
ち
づ
く
り
の
将
来

像
で
あ
る「
市
民
が
共
に
支
え
合
い
な
が
ら
、生
き
る

力
を
育
み
、ふ
る
さ
と
白
石
に
誇
り
を
も
て
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
」を
実
現
す
る
た
め
、行
政
と
市

民
協
働
に
よ
る
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、重
点
戦
略
と
し
て「
人
・
暮
ら
し
・
環
境
が
活
き

る
交
流
拠
点
都
市
づ
く
り
」を
掲
げ
、人
・
経
済
・
文

化
・
情
報
な
ど
が
行
き
交
う
、白
石
ら
し
い
新
た
な
時

代
の
ま
ち
づ
く
り
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



昭和53年に、市制25周年を記念して、市民投票で選ばれた候補の中から制定委員会が選定しま
した。白石市民にもっとも親しまれているものが選考基準となりました。

昭和29年4月、市制施行にあたり公募の中から選定し、同
年10月に制定しました。丸輪の黒釣り鐘の中に白の字が
入っています。黒釣り鐘は、白石城主片倉公の軍旗、外円
は合併町村が丸く収まるよう、白は白石市を表現してい
ます。

白石市の概要

白石市の市章

Outline of Shiroishi city

市の鳥◎ウグイス
Bush Warbler

白石市は、東京から東北新幹線で約2時間の宮城蔵王の玄関口です。市内
には小原温泉、鎌先温泉があり、名所・旧跡も多く点在しています。 街中に
は、掘割・水路があり、商家の蔵が点在するなど城下町らしい趣がみられ、
平成７年には白石城が城下町のシンボルとして復元されました。

白石市のシンボル

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

　　・自然を愛し住みよい白石をつくります。
　　・文化を高め美しい心をそだてます。
　　・健康であたたかい家庭をきずきます。
　　・仕事にはげみ豊かな郷土をつくります。
　　・きまりを守り明るい社会をきずきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和53年11月制定

作詞／松野清四郎　作曲／海鋒義美　

１ 友よ　呼べよ　青空高く
　 真白き　蔵王に　わく雲を
　 いのち　あふるゝ　わが故郷
　 躍る　この意気　こだまして
　 希望の峰に　わく雲を
　 いざ立たん　白石市民　あゝ我ら

２ 友よ　呼べよ　みどりの土に
　 薫りも　新たに　咲く花を
　 ひかり　みなぎる　わが故郷
　 興る　文化と　産業の
　 栄えとなりて　咲く花を
　 いざ行かん　白石市民　あゝ我ら

市の木◎ブナ
Japanese beech tree

市の花◎ヤマブキ
Japanese Kerria

【北海道登別市】 （昭和58年10月26日締結）
支笏洞爺国立公園に位置し、風光明媚な温泉郷があることで
も有名な登別市。戊辰戦争後、白石城主の片倉邦憲一行が開拓
したという歴史的ゆかりに基づいて、昭和58年より交流が始
まりました。

【神奈川県海老名市】（平成6年10月23日締結）
神奈川県のほぼ中央にある田園都市・海老名市。地域特性が異
なる互いの市を学びあうことを目的に平成３年より交流が始
まり、平成６年に姉妹都市締結。現在、少年野球などの交流が
行われています。

【北海道札幌市白石区】（昭和51年４月17日札幌白石親交会設立）
札幌市東部に位置する白石区は、明治４年に片倉家の家臣が
開拓のため移住し、白石村と命名したことに始まります。昭和
51年より、市民の働きかけによって友好都市としての交流が
スタートしました。

Citizen charter

City emblem 

City symbol

白石市民憲章 

Friendship city友好都市 

Sister cities姉妹都市 

Shiroishi city song 白石市民歌 

盛岡IC

山形蔵王IC

鎌先温泉

小原温泉

仙台宮城IC

福島飯坂IC

Morioka Interchange

Yamagatazao
Interchange

Kamasaki Onsen

Obara Onsen

浦和IC
Urawa Interchange

Sendai-Miyagi
Interchange

Fukushima-
Iizaka

Interchange

15分

（50km）
40分

（35km）
25分

（33km）
25分

（212km）
2時間40分

（295km）
３時間40分

東北自動車道
Tohoku Expressway

盛岡 盛岡
Morioka Morioka 

仙台空港
Sendai Airport

相馬
Soma

14分

16分

45分

1時間

1時間20分

東北本線 東北新幹線
Tohoku ShinkansenTohoku Main 

Railway Line

上野 東京
Ueno Tokyo

白    石 白    石
蔵    王

福　島
Fukushima

仙　台
Sendai

Shiroishi
Shiroishi-Zao

２時間

白石IC
Shiroishi
Interchange

白石市
Shiroishi City

白石市長

山田裕一
Yu i c h i  Y ama d a

発刊に寄せて

　

我
が
白
石
市
は
、東
京
か
ら
東
北
新
幹

線
で
約
２
時
間
の
宮
城
県
南
の
城
下
町

で
す
。

　

西
に
蔵
王
連
峰
を
擁
し
、阿
武
隈
川
の

支
流
で
あ
る
白
石
川
の
清
流
な
ど
四
季

折
々
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り

ま
す
。ま
た
、片
倉
家
の
城
下
町
と
し
て

い
に
し
え
の
文
化
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

東
北
新
幹
線
、東
北
自
動
車
道
な
ど
の
高

速
交
通
網
に
よ
り
、流
通
イ
ン
フ
ラ
が
整

備
さ
れ
た
産
業
都
市
と
し
て
も
発
展
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
市
は
、「
第
五
次
白
石
市
総
合
計
画
」

で
白
石
市
の
将
来
像（
目
指
す
べ
き
姿
）

に
つ
い
て
、「
市
民
が
共
に
支
え
合
い
な

が
ら
、生
き
る
力
を
育
み
、ふ
る
さ
と
白

石
に
誇
り
を
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
」と
し
、「
人
・
暮
ら
し
・
環
境
が
活

き
る
交
流
拠
点
都
市
づ
く
り
」を
戦
略

テ
ー
マ
に
市
民
総
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、次
の
世
代
に
誇
り
を
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
る
白
石
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、人
口
・
経
済
・
地
域
社
会
な
ど

の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
た
め
の
指
針

と
し
て「
白
石
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』『
総
合
戦
略
』を
策

定
し
、「
雇
用
の
創
出
」「
交
流
人
口
の
拡

大
」「
子
育
て
支
援
」「
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」を
柱
と
し
た
４
つ
の
基
本
目
標

を
定
め
て
い
ま
す
。　

　

今
後
、目
標
実
現
の
た
め
の
各
種
施
策

を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
推
進
し
、「
住

み
た
い
ま
ち
」「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」と

な
る
よ
う
に「
市
民
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
白

石
」を
創
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
要
覧
が
本
市
を
ご
理
解
い
た
だ

く
一
助
と
な
り
、ま
た
、多
く
の
皆
様
に
訪

れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

Mayor’s Message：   On the Occasion of the Publication of the City Guide
Our city of Shiroishi is a castle town located in the southern part of Miyagi Prefecture, about two hours 
from Tokyo on the Tohoku Shinkansen.　Embracing the Zao Mountains in the west and the Shiroishi 
River, a clear branch stream of the Abukuma River, the city is blessed with rich nature, allowing people 
to appreciate the breathtaking beauty of each season.　While preserving the traditional culture 
handed down to the castle town, which was once ruled by the Katakura clan, the city has also 
developed as an industrial city with an excellent distribution infrastructure network consisting of a 
high-speed transportation system, including the Tohoku Shinkansen and the Tohoku Expressway.　In 
the Fifth Shiroishi City Comprehensive Plan, we have set the future vision of Shiroishi City: “To develop 
a city where citizens provide more support to one another, have more zest in their daily lives, and feel 
even prouder of their hometown Shiroishi.”　Based on our strategic theme of developing into an 
interaction hub city featuring the vitality of residents, their lives, and the environment, we are now 

engaged in community development by involving all the citizens of Shiroishi City in order to ensure 
that the city’s pride is handed down to the next generation.　In addition, we have established the 
Shiroishi City Population Vision and Comprehensive Strategy for Developing Communities, People, and 
Employment, which serves as a guiding principle for solving a wide variety of problems including those 
regarding population, the economy, and local communities.　As part of the comprehensive strategy, 
we have established the four fundamental targets of creating job opportunities; increasing the number 
of visitors to the city; providing further parenting support; and making the city even more safe and 
secure.　To accomplish these targets, we would like to implement a wide variety of measures in 
cooperation with all the citizens of Shiroishi City.　We will continue to work hard to ensure that the 
smiles of citizens are found everywhere in the city, thereby aiming to attract prospective residents and 
continue to appeal to existing residents.　I sincerely hope that this guide will help you understand 
even more about Shiroishi City, and encourage you to visit the city.
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